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●2019年11月から青森県の地方紙「陸奥新報」に連載中
の人気旅エッセイ「図書館ウォーカー」を単行本化。
●図書館スタッフとして勤務した経験を生かし、辿り
着くまでの過程や街の風物など“図書館の外側”を
重点的に描くことで、図書館の重要性や新たな楽し
み方を提案。行ってみたい、住んでみたいと思える
エッセイです。
●単行本化にあたり、66編を選び加筆・修正、コラム
も書き下ろし、旅ガイドとしても機能するように、
豊富なカラー写真と公共交通機関＋徒歩でのアクセ
ス方法、付近のおすすめスポットなどを追加しまし
た。全都道府県を網羅しています。
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● 本好きでなくても楽しめる図書館の一面 ●

図書館ウォーカー
―旅のついでに図書館へ

まえがきより

　旅に出た。運転免許を持っていないので、鉄道とバスを乗り継ぐ旅になる。運行本数の少ない地
方だからか、乗り継ぎ時間が小一時間ほど空いてしまった。さてどうしよう。（中略）でも、私な
ら、その街の図書館に行く。だって私は、旅のついでに図書館を訪ねる「図書館ウォーカー」なの
だから。本書にはそんな旅の数々が収録されている。
　この時点で「旅先で図書館に行っていったい何をするんですか？」と訊きたくなった方もいらっ
しゃるだろう。また実際に旅先でも「なぜ旅行者が図書館に来たの？」という反応をされることも
多かった。まあそうですよね。私も最初は「旅のさなかに図書館に行ってもやることがない」と
思っていた。基本的に図書館では、よそから来た旅行者は本を借りられない。その館でしかできな
いような特別な調べものでもない限り、滞在時間もせいぜい30分どまりだろう。詰んだ。ところが
私はいくつもの旅を経て、１冊も本を借りられなくても、むしろ旅先で図書館を訪ねるほうが、よ
りこの施設を楽しめるのかもしれないと考えるようになったのだ。
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ライター、エッセイスト。大阪育ち青森市在住。
2019年11月から陸奥新報で「図書館ウォーカー」を連載中。
旅先で訪ねた図書館は350以上。
公共図書館員として8年間勤務経験あり。
「図書館へ行こう!! （洋泉社MOOK）」（洋泉社 2016）、「図
書館徹底活用術」（寺尾隆監修 洋泉社2017）に分担執筆や編
集協力の形で関わる。
音楽の分野ではコンピレーションCD「ポーランド・ピアニ
ズム」「ポーランド・リリシズム」（CORE PORT）選曲
解説の他、ライナー執筆など多数。
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